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本文は次の 10 章から構成されている。 
１ 方向感覚 ２ カンジュ ３ しくじり国家 ４ ほしくないもの ５ 家族の地図 

















































第 4 章「アフリカにとってのありがた迷惑」。 「100 万枚の T シャツ」古着はビジネ




















































































第 8 章 「アフリカの食糧と資源が世界を変える」。 アフリカ大陸は、電力問題に悩ん
でいる。安定した電力供給がない都市部では仕立て屋のミシンから建築業者の電気ノコ
ギリまで職人たちは発電機に頼らざるを得ない。電力不足のせいで年間の GDP 成長率

















第 9 章 「走り出すアフリカの新時代」。 アフリカの人口構造は若い。2012 年のロン
ドンオリンピックに参加した最年長の選手は 71 歳の日本人、最年少は 13 歳のトーゴ人。
世界の人口は、実際こんな感じだ。日本やイタリア、アメリカなど太った国の平均年齢
が上がっていく中、アフリカは人口ボーナスを享受している。大陸全体の平均年齢は 19
歳、サハラ以南のアフリカの総人口中 71％が 30 歳未満で、これは世界で最も高い割合
















































せない基本的な材料なのである。2015 年 7 月の国連による「世界人口予測」によれば、
35年後の50年には世界人口97.2億人に対しサブサハラ・アフリカは21.2憶人（21.8％、
現在は 13.1％）。人類の 5 人に 1 人がアフリカに住む。豊富な資源と「人口爆発」の時
代に突入するアフリカから目が離せない。 
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